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① 申請番号 E20-17 

② 研究課題名 小腸癌の臨床病理学的および分子病理学的特徴について 

③ 対象者及び対象期間 

1980 年以降に、済生会新潟病院、新潟大学医歯学総合病院、済生会三条病院、新潟県立燕労災

病院で外科手術もしくは内視鏡的切除を施行され、小腸癌と診断された患者。(主研究機関である

新潟大学医学部において倫理委員会の承認は得ている。[承認 No:2020-0192]) 

④ 概要 

小腸癌が消化管悪性腫瘍に占める割合は約 1%程度ですが、発症率は年々増加傾向にあります。 

小腸癌は予後不良であるといわれておりますが、発生頻度が低いこともありその臨床病理学的特徴

や分子病理学的特徴に関し未だ不明な点が数多くあります。本研究では小腸癌の外科切除例もしく

は内視鏡的切除例を用いて小腸癌の特徴を明らかにし、より有効な病理診断手法の開発を目指します。

本研究により、小腸癌の発症や進行のメカニズム解明、発症予防、新たな早期診断・治療法の開発

に貢献できることが期待されます。 

⑤ 研究期間 倫理審査委員会承認日から 2022 年 3 月まで 

⑥ 情報の利用目的及び利

用方法（他の機関へ提供

される場合はその方法

を含む。） 

カルテに保存されている臨床情報を利用します。使用するデータは

個人が特定されないように匿名化を行ったうえで研究に使用します。

(主たる研究機関である新潟大学医学部臨床病理へ匿名化後データ

の提供を行います。) 研究の成果は学会や専門誌などの発表に使用

される場合がありますが、名前など個人が特定できるような情報が

公表されることはありません。 

⑦ 利用または提供する情

報の項目 

臨床情報（年齢、性別、癌の部位、肉眼型、大きさ、癌の進行度 

Stage、病理所見、治療歴、治療効果など） 

⑧ 利用の範囲 済生会新潟病院 病理診断科 

新潟大学医学部臨床病理学、新潟大学大学院医歯学総合研究科分子・

診断病理学分野 

⑨ 試料・情報の管理につい

て責任を有する者 

新潟大学医学部臨床病理学 教授 味岡 洋一 

Tel : 025-227-2096 

⑩ お問い合わせ先 済生会新潟病院病理診断科 西倉 健 

Tel: 025-233-6161 (代表) 

もし、研究や情報の提供に同意をいただけない場合には、お手数ですが問い合わせ先まで 

ご連絡ください。 

なお、同意の有無が今後の治療などに影響することはございません。 


